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1．  露宇戦争か米露戦争か 

 予 想が 当た って喜 べ るの は競 馬か宝 く じだ けで 、国際 政 治の 場で
は 、 悲し むべ き結果 に なる こと が多い 。 

私 は 本誌 2020 年 6 月 20 日 号 （ https://bit.ly/3yhiF2） に 『コ
ロ ナ の春 』と いう一 文 を寄 せ、 そのな か で、 当時 予定さ れ てい たア
メ リ カ合 衆国 の大統 領 選挙 に触 れ、「 選 挙の 結果 次第で は 、任 期
中 、 新し い戦 争を一 度 も起 こさ ず、軍 事 介入 を徹 底して 避 けよ うと
し た 『風 変わ りな』 米 国大 統領 が姿を 消 す。 戦争 を『日 常 』と する
『 い つも の』 大統領 が 登場 する 」危険 を 指摘 して おいた 。 
 
 そ の戦 争が ウクラ イ ナで 、ロ シアの 軍 事侵 攻の 形で起 こ ると は思
っ て もみ なか った。 ア メリ カの 目標は 冷 戦終 結後 も残っ た 共産 主義
体 制 の打 倒で あり、 中 国を めぐ る情勢 に 注目 すべ きだと 思 って いた
の で 、「 日本 の近く で も大 事に 至るか も しれ ない 」と記 し たの であ
る 。 
 
 だ が、 考え てみれ ば 、中 国を 包囲す る には シベ リアを 抑 える のが
有 効 であ り、 そのた め には まず 、ロシ ア を自 立し た超大 国 とし て蘇
生 さ せた プー チン体 制 を崩 壊さ せ、エ リ ツィ ンの ような 弱 体の 傀儡
政 権 を立 てる 必要が あ る。 ロシ アと異 な り、 中国 は、か つ ての 大日
本 帝 国と 同じ で、資 源 と食 糧を 輸入に 頼 ると いう 弱点が あ るか ら、
包 囲 体制 に弱 い。 

 同 時に 、「 自由と 民 主主 義」 という 価 値を 共有 する欧 州 の同 盟国
を す べて 星条 旗のも と に結 束さ せなけ れ ばな らな い。Ｅ Ｕ （欧 州連



合 ） をＮ ＡＴ Ｏ（北 大 西洋 条約 機構） に 服属 させ る。ト ラ ンプ 大統
領 は 、ロ シア との関 係 正常 化を 考え、 Ｎ ＡＴ Ｏは もう古 い と言 い、
同 盟 国間 の結 束にひ び を入 れた 。その 排 除は 、避 けて通 れ ない 一歩
だ っ た。 

 そ こか ら、 ウクラ イ ナ戦 争は 表面に 現 れた 事象 であり 、 実質 的に
は 米 露に よる 第三次 世 界大 戦だ という 結 論が 出て くる。 こ れは 私の
発 見 では なく 、私の 住 むセ ルビ アでは 多 くの 人が 似たよ う な考 えを
も っ てい る。 それを 証 明す る数 合わせ ま で流 布し ている 。 すな わ
ち 、 第一 次大 戦の開 始 日 1914 年 7 月 28 日 の 数字 の合計 は 19＋
14＋ 7＋28＝ 68。第 二 次大 戦は 1939 年 9 月 1 日 で 、合 計 は 19＋
39＋ 9＋1＝ 68。 ロシ ア によ る軍 事侵攻 は 2022 年 2 月 24 日 で 、
20＋ 22＋ 2＋ 24＝68。 三つ の足 し算の 答 えが 奇し くも一 致 する 。
そ れ がこ の戦 争の本 質 を示 して いると い うの であ る。笑 え ない 冗
談 。 正確 には 、米中 に よる 大戦 の序幕 と いう こと になろ う か。 幕が
上 が り切 る前 に戦争 を 止め なけ ればな ら ない 。 

 だ が、 大量 の武器 が 戦場 に送 られ、 事 態は 明ら かに反 対 の方 向に
向 か って いる 。ＮＡ Ｔ Ｏの スト ルテン ベ ルグ 事務 総長は 、 ＮＨ Ｋの
イ ン タビ ュー で、Ｎ Ａ ＴＯ 加盟 国が長 年 、装 備、 訓練、 指 揮に 関し
て ウ クラ イナ を支援 し てき たこ とを認 め 、さ らな る支援 を 約束 して
い る （2022 年 4 月 7 日 ） 。さ ら に 4 月 25 日 、 キエ フを 訪 問中 の
オ ー ステ ィン 米国防 長 官は 、ア メリカ の 目標 はロ シアの 弱 体化 にあ
る と 述べ 、「 プーチ ン の解 任」 を求め た バイ デン 大統領 の 主張 がい
つ も の失 言で はなか っ たこ とを 証明し た 。ベ オグ ラード の 報道 で
は 、 オー ステ ィン談 話 は、 アメ リカが 実 質的 に交 戦国で あ るこ とを
認 め たも のと 解釈さ れ てい る。 

 米 国や ＮＡ ＴＯは 、 直接 の軍 事介入 は しな いと 言って い る。 米国
民 は 、自 国の 兵士の 死 に敏 感な のだそ う だ。 アフ ガニス タ ンか らの
不 名 誉な 撤退 のあと 、 バイ デン 大統領 に は米 兵を 犠牲に す る贅 沢は
許 さ れな い。 では、 祖 国を 護っ て勇敢 に 戦う ウク ライナ 兵 は何 なの



か 。 アメ リカ の代理 な のか 。セ ルビア で は、 「米 国は最 後 のウ クラ
イ ナ 兵ま で戦 う」と 言 われ てい る。こ れ ほど 不条 理な悲 劇 はな い。 

 朝 日新 聞の インタ ビ ュー に答 えて東 欧 史の 権威 である 南 塚信 吾氏
は 、 東欧 諸国 のよう な 、大 国の はざま に ある 小国 にとっ て 「史 実か
ら 得 られ る教 訓は、 ① 自国 の命 運を左 右 する 大国 の狙い を 的確 に把
握 し 、安 易に 大国を 頼 って 付け 込まれ る 隙を 見せ ない、 ② 自国 の選
択 が 何を もた らすか を 冷静 に見 極め、 ナ ショ ナリ ズムの 熱 に過 度に
踊 ら され ない 、とい う 2 点 だ」 と述べ て いる （2022 年 4 月 26
日 ） 。 

 ウ クラ イナ は人口 や 領土 から すれば 小 国で はな いが、 経 済発 展度
や 地 政学 的な 位置か ら みれ ば、 国の指 導 部は 上記 の二原 則 を理 解
し 、 考慮 に入 れるべ き 立場 にあ ったと い えよ う。 だが、 教 訓と は失
敗 に よっ て得 られる も ので 、し ばしば 手 遅れ なの だ。「 大 国の 狙
い 」 は「 聞い て極楽 見 て地 獄」 であり 、 「自 国の 選択」 は 「進 むも
地 獄 退く も地 獄」で あ るこ とが あまり に も多 い。 

 

2．真実は「羅生門」  

 ウ クラ イナ 戦争は ロ シア 軍の 侵攻に よ って 引き 起こさ れ たの は事
実 で あっ て、 疑う余 地 がな いよ うにみ え る。 だが 、「ど う して 」と
問 う と、 「プ ーチン 病 気説 」か ら「デ ィ ープ ステ イト陰 謀 論」 や
「 ウ クラ イナ ＝ネオ ナ チ説 」ま で、無 数 の答 えが あり、 正 解を 見出
す の は難 しい 。 

 「 事実 」は 因果関 係 の連 鎖の なかに あ り、 本年 2 月 24 日 の ロシ
ア 軍 の銃 声一 発か、 2014 年の 親露 派大 統 領の 追放 とウク ラ イナ 過
激 派 によ るオ デッサ の ロシ ア系 住民焼 殺 事件 か、 その反 応 とし ての
ク リ ミア 半島 の「祖 国 復帰 」を 求める 住 民投 票か 、2004 年 の オレ



ン ジ 革命 とい われる 不 正選 挙に よる親 欧 米派 大統 領の登 場 か、 さら
に 遡 って 1991 年の ソ 連邦 の崩 壊とウ ク ライ ナ共 和国の 独 立か 、ど
こ を 起点 とし て見る か によ って 違って く る。 

 Ａ がＢ を殴 ったと し ても 、金 銭目当 て なら 重罪 だが、 正 当防 衛な
ら 無 罪な ので ある。 暴 行は 悪だ が、法 律 的に は暴 行に至 る 経過 を明
ら か にし なく ては罪 状 は定 めら れない 。 

 さ らに 、黒 澤明の 映 画『 羅生 門』が 示 して いる ように 、 事実 は一
つ で も、 「真 実」は 多 面的 で、 立場に よ って 見え る面が 異 なる 。だ
か ら 、真 実へ の道も 多 面的 でな くては な らな い。 

 ユ ーゴ スラ ビア内 戦 のと き、 すべて の 責任 がセ ルビア に ある よう
な キ ャン ペー ンが欧 米 のメ ディ アによ っ てな され 、それ に 合致 しな
い 事 実は すべ て体制 側 の宣 伝と され無 視 され た。 憤慨し た セル ビア
の 知 人が 「真 実はダ イ ヤモ ンド のよう に 地中 深く 眠って い るが 、い
つ か は掘 り出 されて 輝 きを 顕す だろう 」 と言 うの で、「 ダ イヤ モン
ド の 原石 から 宝石ま で のカ ット 工程は オ ラン ダの 職人が 握 って い
て 、 君の 思う ような 輝 きに はな らない だ ろう 」と 答えた こ とが あ
る 。 それ は私 の「真 実 」で ある が、現 在 の戦 争報 道も、 そ の時 と同
じ よ うに ユニ ゾンの 響 きを もつ 。きわ め て危 険な ことだ 。 

 侵 攻に 先立 ち、ロ シ アは 、ウ クライ ナ 政府 にで はなく 、 アメ リカ
政 府 に対 し、 「ＮＡ Ｔ Ｏの 東方 拡大の 停 止」 を文 書の形 で 定め た安
全 保 障を 繰り 返し求 め た。 ワシ ントン の 答え は常 に「ノ ー 」で あっ
た 。 バイ デン 大統領 が 「イ エス 」と言 え ば、 戦争 はなか っ た。 

 「 イエ ス」 と言っ て もバ イデ ンにと っ ては なん の問題 も なか った
で あ ろう 。プ ーチン に 対し 弱腰 だとの 批 判は 受け るかも し れな い。
だ が 、明 日が だめな ら 明後 日に は、ウ ク ライ ナを 事実上 の ＮＡ ＴＯ
の 一 員と して 取り込 む こと はで きた。 ア メリ カは いつで も 文書 によ



る 協 定を 反故 にでき る 超大 国で ある。 国 連決 議で さえ、 な んの 拘束
力 も ない 。 

 だ が、 問題 はそれ だ けで はな い。 2014 年 の いわ ゆるマ イ ダン 革
命 で ロシ アと の関係 を 重視 する 大統領 が 追放 され た事件 の あと 、ウ
ク ラ イナ では 民族主 義 の高 揚と 反露感 情 の爆 発が 起こる 。 ナチ スド
イ ツ 占領 時代 に使わ れ たス ロー ガンや 記 章が 公然 と現れ る よう にな
っ た 。ロ シア 語は公 用 語の 地位 を奪わ れ 、人 口の 2 割を 占 める ロシ
ア 人 は無 権利 状態に お かれ たと 感じ、 東 部ド ンバ ス地方 の ロシ ア系
住 民 の反 乱が 起こっ た 。 

 問 題の 平和 的解決 の ため 、彼 らの安 全 と自 治を 定めた ミ ンス ク議
定 書 が 2015 年 、フ ラ ンス 、ド イツ、 ロ シア の仲 介で成 立 した が、
そ の 取り 決め は、今 は ウク ライ ナ軍の 一 部に なっ ている 過 激派 の準
軍 事 組織 の妨 害と、 交 渉か ら除 け者に さ れて 憤慨 したア メ リカ の反
対 に よっ て、 実現し な かっ た。 ゼレン ス キー 大統 領は和 平 を公 約と
し て 立候 補し 、ロシ ア 系住 民の 票も集 め て当 選し たとい わ れる 。事
実 、 就任 後す ぐドン バ ス視 察に 赴いた が 、過 激派 の武装 集 団に 追い
返 さ れ、 対話 は実現 で きな かっ たとい う 。こ の問 題につ い ても 、ア
メ リ カの 「イ エス」 が 鍵な のだ 。 

 砲 撃の 応酬 による 破 壊と 流血 は 8 年 に 及び 、ド ンバス の 現地 を視
察 し たセ ルビ アの軍 事 専門 家は 、民放 テ レビ の特 集で、 自 分の 目に
し た おぞ まし い光景 の 数々 を語 り（確 認 でき ない のでこ こ では 再録
し な い） 、情 況は限 界 にき てい たと述 べ 、こ の悲 惨さを ロ シア 側が
こ れ まで 積極 的に報 道 して こな かった こ とに 疑問 を呈し て いる 。も
っ と も、 ロシ ア側が 報 道し たと しても 、 住民 の動 揺を引 き 起こ すだ
け で 、西 側で は宣伝 と して 片づ けられ た であ ろう 。悲劇 に は報 道さ
れ る 悲劇 と、 報道さ れ ない 悲劇 とがあ る 。欧 米で 報道さ れ ない から
と い って 、悲 劇がな い わけ では ないこ と を、 私た ちは知 ら ねば なら
な い 。 



3．ユーゴ紛争の経験  

 セ ルビ ア人 のなか に も、 欧米 のシン ク タン クや 国際政 治 の専 門家
の 見 解、 ワシ ントン や ロン ドン の政府 報 道官 によ る機密 情 報の 発表
な ど を、 唯一 、権威 あ る情 報と して繰 り 返す 評論 家がい な いわ けで
は な い。 メデ ィアに も 外資 系が あり、 「 報道 の自 由」を 盾 に、 西側
の 情 報を その まま流 し てい る。 だが、 市 民の 多く はそう し た情 報に
は 慎 重な 態度 をとる 。 それ は、 ユーゴ 紛 争期 の体 験があ り 、欧 米の
報 道 を鵜 呑み にでき な いか らで ある。  

 ユ ーゴ 紛争 とは 1991 年 のス ロベ ニア 、 クロ アチ アの独 立 宣言 に
始 ま る一 連の 内戦で 、 1999 年 のＮ ＡＴ Ｏ によ るセ ルビア 空 爆と コ
ソ ボ ・メ トヒ ア自治 州 の占 領ま で続い た 。多 民族 国家ユ ー ゴス ラビ
ア は 消滅 する 。その 間 、セ ルビ アはア メ リカ 主導 の国連 制 裁を 受け
て 経 済的 に破 綻し、 侵 略、 戦争 犯罪、 民 族浄 化、 ジェノ サ イド の汚
名 を 着せ られ 、ミロ シ ェビ ッチ 大統領 は 「バ ルカ ンの屠 殺 人」 と呼
ば れ た。 オラ ンダの ハ ーグ の旧 ユーゴ 戦 犯裁 判で は、被 告 の大 半が
セ ル ビア 人で 、実行 犯 だけ でな く大統 領 から 軍司 令官ま で を含 み、
ク ロ アチ ア人 やムス リ ム人 の最 高責任 者 はい っさ い訴追 さ れな かっ
た 。 

 ポ ンペ オＣ ＩＡ長 官 は 2018 年 1 月 、 かつ ては ユーゴ ス ラビ アの
よ う な国 民国 家がア メ リカ への 脅威だ っ たが 、今 日では ア ルカ イダ
や ウ ィキ リー クスの よ うな 国連 に旗の な い集 団が 脅威に な り、 われ
わ れ はそ のど ちらに も 適切 に対 応した と 述べ た。 この発 言 は、 セル
ビ ア のメ ディ アで大 き く取 り上 げられ 、 自問 する 人が多 か った 。わ
れ わ れは アメ リカに 何 をし たの か、と 。 

 社 会主 義経 済の研 究 者で ユー ゴ内戦 を 分析 した 岩田昌 征 氏は 、ア
メ リ カの ブレ ジンス キ ー国 家安 全保障 問 題補 佐官 が 1978 年 に 、チ
ト ー 以後 のユ ーゴに 対 する 戦略 につい て 述べ たス ピーチ を 引用 して
い る （『 二〇 世紀崩 壊 とユ ーゴ スラヴ ィ ア戦 争』 、2010 年 ） 。そ



の な かで ブレ ジンス キ ーは 、ユ ーゴの 「 軟化 」に 向けて 取 るべ き方
策 と して 、① 分離主 義 的・ 民族 主義的 勢 力へ の支 援、② 報 道・ 文化
領 域 への 浸透 、③消 費 者メ ンタ リティ ー の刺 激、 ④対外 債 務の 増
大 、 ⑤反 体制 知識人 の 支持 、な どを挙 げ 、「 民族 間関係 が 主要 ファ
ク タ ー」 だと してい る 。こ れが ポンペ オ の「 適切 な対応 」 の中 身で
あ ろ う。 民族 間の緊 張 と不 和の 例とし て 、「 ソ連 におけ る ロシ ア人
と ウ クラ イナ 人、ユ ー ゴス ラヴ ィアに お ける セル ビア人 と クロ アチ
ア 人 、チ ェコ スロヴ ァ キア にお けるチ ェ コ人 とス ロヴァ キ ア人 」を
挙 げ てい るが 、この 三 国は いず れも解 体 する こと になる 。 

 こ こで はま だ「軟 化 」、 すな わち共 産 主義 から 資本主 義 への 移行
が 問 題だ った 。多民 族 社会 では 、体制 の いか んを 問わず 、 内的 要因
と し て、 民族 間の対 立 や矛 盾が 存在す る 。カ ナダ のケベ ッ ク州 、ス
ペ イ ンの バス クやカ タ ルー ニャ 、英国 の 北ア イル ランド や スコ ット
ラ ン ドな ど、 いわゆ る 民主 主義 体制で も 変わ りが ない。 外 部か ら強
い 力 が働 くと 、亀裂 が 広が る可 能性も 大 きく なる 。 

 ユ ーゴ の場 合は、 東 西ド イツ 統一に よ る力 の均 衡の変 化 のな か
で 、 ドイ ツの 「ヴェ ル サイ ユ体 制の清 算 」（ ベオ グラー ド 駐在 某ド
イ ツ 外交 官の 言葉） へ の執 念と アメリ カ の戦 略が 結び付 き 、「 解
体 」 へ、 それ も再統 合 を不 可能 にする た めの 「武 力によ る 解体 」へ
と 進 む。 第一 次大戦 に 勝利 して ユーゴ ス ラビ ア成 立の原 動 力と な
り 、 第二 次大 戦でも ナ チス ドイ ツの侵 略 への 抵抗 運動の 主 力だ った
セ ル ビア 人が 「ター ゲ ット 」と された の は、 その せいで あ る。 それ
は ま た、 内戦 への軍 事 介入 の口 実とな り 、ア メリ カにと っ ても 、冷
戦 の 終結 とと もに浮 上 した ＮＡ ＴＯ不 要 論へ の対 策とし て 好都 合で
あ っ た。 

 事 実、 ＮＡ ＴＯの 役 割は その 間、少 し ずつ 変化 する。 ス ロベ ニア
で は 、武 器の 密輸を 黙 認す る程 度だっ た 。ク ロア チアで は 、旧 東欧
圏 の 武器 の供 給、国 連 保護 部隊 への参 加 と情 報提 供など で 、ク ロア
チ ア 側を 支援 した。 ボ スニ アで は、国 連 保護 軍の 主力と な り、 初め



は 文 官の 指揮 に服し た が、 やが て文官 支 配の 原則 を破り 、 軍司 令官
の 許 可だ けで セルビ ア 人勢 力に 対する 空 爆な どが できる よ うに なっ
た 。 その 時に はすで に 、司 令官 はＮＡ Ｔ Ｏ加 盟国 の将軍 で あっ た。
1999 年 のセ ルビ ア・ モ ンテ ネグ ロ空爆 に 際し ては 、国連 の 許可 を
求 め るこ とさ えしな か った 。Ｎ ＡＴＯ は 、国 連を 超える 存 在と なっ
た 。 

4． ユ ー ゴ 紛 争 と ウ ク ラ イ ナ 危 機 の 類 似 点  

 ユ ーゴ 紛争 とウク ラ イナ 危機 の間に は 偶然 とは いえな い 類似 点が
多 く みら れる 。例え ば 、あ らか じめ「 白 」と 「黒 」を定 め 、「 黒」
と さ れた 側に 集中攻 撃 を加 える という 、 ハリ ウッ ド映画 を 想わ せる
手 法 が用 いら れてい る 。指 導者 を「独 裁 者」 「屠 殺人」 と 呼び 、国
に 厳 しい 制裁 を科し 、 民族 全体 に「ジ ェ ノサ イド 民族」 の 烙印 を捺
す 。 これ に疑 義を呈 す る者 は、 同じく 「 黒」 とさ れ、村 八 分に 遭
う 。 制裁 を科 す側の 一 般国 民は 、制裁 が 厳し いほ ど、そ の 正当 性を
信 じ るよ うで ある。 例 えば 、難 破した 北 朝鮮 の漁 民の遺 体 が海 岸に
打 ち 上げ られ ても、 涙 する 日本 人は少 な い。 まし てや制 裁 の意 味を
問 う 人は 皆無 であろ う 。 

 ま た、 「黒 」をよ り 黒く 見せ るため 、 戦争 犯罪 を自作 自 演で 演出
す る こと も少 なくな い 。虚 偽の 報道は 枚 挙に いと まがな い 。怪 しま
れ な いよ うに 、記者 に ピュ ーリ ッツァ ー 賞を 授与 して、 権 威付 けを
す る こと もあ った。 ユ ーゴ 内戦 時と違 っ て、 今回 はソー シ ャル ネッ
ト ワ ーク の普 及で、 市 民が 自分 で撮影 し たと する 映像が 瞬 く間 に世
界 に 広ま り、 真偽を 論 じる 余裕 はない 。 「黒 」と された 側 の反 論は
す べ て「 宣伝 」とし て 、さ らな る攻撃 の 標的 とな る。 

 さ らに 恐ろ しいの は 、ネ オナ チと呼 ば れる 過激 な民族 主 義集 団の
登 場 であ る。 多くは 第 二次 大戦 中、ナ チ スド イツ の占領 下 にあ っ
て 、 さま ざま な理由 か らナ チス に協力 し 、戦 後、 「反共 の 戦士 」と
し て 西ド イツ やアメ リ カに 亡命 した人 た ちと その 子孫、 ま たは その



影 響 を受 けた 若者た ち で、 社会 主義体 制 の崩 壊と ともに 帰 国す る。
自 民 族の 文化 や歴史 に 誇り をも つのは 結 構だ が、 多くの 場 合、 ナチ
ズ ム から は優 生学的 思 想と 劣等 民族観 を 、ア メリ カ社会 か らは 人種
差 別 を学 び、 他民族 を 蔑視 し排 斥する 傾 向が 著し い。こ う した 思想
に 基 づく 運動 の参加 者 をネ オナ チと呼 ぶ のだ が、 運動の 暴 力的 な性
格 か ら、 数に 比して 社 会に 与え る影響 が 大き い。 

 ク ロア チア とボス ニ アで は大 戦中、 ナ チス 占領 下に傀 儡 政権 「ク
ロ ア チア 独立 国」が 成 立し 、ウ スタシ ャ とい うフ ァシス ト の一 団が
政 権 を握 り、 数十万 の セル ビア 人、ユ ダ ヤ人 、ロ マ人（ ジ プシ ー）
を 虐 殺し た。 クロア チ ア内 戦に 先立ち ト ゥジ マン 大統領 が この 「独
立 国 」を 「ク ロアチ ア 民族 千年 の夢の 実 現者 」と 述べた た め、 これ
を 崇 める 風潮 が生ま れ た。 クロ アチア で は現 在で もウス タ シャ を表
す 「 Ｕ」 や「 セルビ ア 人を 柳に 吊るせ 」 とい った スロー ガ ンの 落書
き が しば しば 見られ る 。 

 先 日、 ポー ランド に おけ るア イスホ ッ ケー の試 合でセ ル ビア とウ
ク ラ イナ が対 戦した 際 、結 果は もちろ ん ウク ライ ナの圧 勝 だっ た
が 、 観客 席の ウクラ イ ナ国 旗の 脇にク ロ アチ ア語 で「セ ル ビア 人を
柳 に 吊る せ」 と書か れ た紙 が掲 げられ 、 ネオ ナチ の交流 が 存在 する
こ と が分 かっ た。 

 ウ クラ イナ でナチ ス 時代 の記 章やス ロ ーガ ンが 見られ る よう にな
る の は 2014 年 の「 マ イダ ン革 命」と 呼 ばれ るク ーデタ ー の時 から
だ と いう 。「 アゾフ 大 隊」 など の軍事 組 織が 編成 され、 今 では 正規
軍 の 一部 とし て扱わ れ てい る。 プーチ ン が「 特殊 軍事作 戦 」の 目標
の ひ とつ とし てネオ ナ チの 撲滅 を掲げ た ため 、欧 米では 逆 に、 ネオ
ナ チ の存 在は 無視さ れ るか 矮小 化され る かし てい る。 

 こ うし てみ ると、 ユ ーゴ 紛争 は今回 の ウク ライ ナ戦争 の ため の演
習 場 だっ たの ではな い かと 思え てくる 。 私た ちは 今、同 じ 脚本 家が
シ ナ リオ を書 き、同 じ 演出 家が 指導し 、 役者 だけ が異な る 舞台 を観



て い るの では ないの か 。多 くの セルビ ア 人が そう いう印 象 をも って
い る 。 

5． セ ル ビ ア の 立 場  

 セ ルビ アの 主要テ レ ビ局 のニ ュース で は、 「ウ クライ ナ 戦争 」
「 ウ クラ イナ 危機」 と いっ た見 出しが 使 われ る。 欧米や 日 本の メデ
ィ ア が好 む「 ロシア に よる ウク ライナ 侵 攻」 もク レムリ ン が用 いる
「 特 殊軍 事作 戦」も 、 見出 しに はなら な い。 ある 民放局 が 「ロ シア
対 ウ クラ イナ 」の見 出 しを 使い 、ウク ラ イナ の上 に小さ く 黒字 で
「 Ｎ ＡＴ Ｏ」 と書い た こと があ ったが 、 ＮＡ ＴＯ 諸国を 刺 激す るの
は 得 策で ない と考え た のか 、二 度と目 に する こと がなか っ た。 

 こ れを 見る と、セ ル ビア 政府 のおか れ た微 妙な 立場が よ く分 か
る 。 軍事 的中 立を謳 い 、Ｎ ＡＴ Ｏとも ロ シア とも 共同の 軍 事演 習に
参 加 し、 西か らも東 か らも 戦闘 機や軍 用 ヘリ コプ ターを 購 入す る。
最 大 の貿 易相 手はＥ Ｕ で、 ドイ ツなど か らの 直接 投資も 多 く、 した
が っ てＥ Ｕ加 盟を目 標 にす るが 、ロシ ア とは トル コ経由 の 天然 ガス
パ イ プラ イン で結ば れ てお り、 これが 経 済的 な命 綱にな っ てい る。 

 だ が、 最大 の問題 は やは りコ ソボ問 題 であ ろう 。ＮＡ Ｔ Ｏに よる
占 領 のあ と、 国連決 議 1244 でコ ソボ に 対す るセ ルビア の 主権 は辛
う じ て保 証さ れるが 、 コソ ボの アルバ ニ ア人 は 2008 年 、 一方 的に
独 立 を宣 言し 、欧米 諸 国は 国連 決議を 無 視し てこ れを承 認 した 。ス
ト ル テン ベル グは、 先 のイ ンタ ビュー で 、ロ シア による 「 露骨 な国
際 法 違反 、主 権国家 へ の侵 攻」 を非難 し てい るが 、同じ こ とを ＮＡ
Ｔ Ｏ はセ ルビ アに対 し て行 った のであ る 。「 コソ ボ共和 国 」の 国連
加 盟 を防 ぐに は、安 保 理事 会の 常任理 事 国ロ シア と中国 の 拒否 権は
欠 か せな い。 

 コ ソボ ・メ トヒア は 中世 セル ビア王 国 発祥 の地 であり 、 ＵＮ ＥＳ
Ｃ Ｏ の世 界遺 産に指 定 され てい る中世 教 会建 造物 群があ る 。戦 闘で



同 地 のセ ルビ ア系住 民 数千 人が 殺され 、 二十 万人 が難民 と なっ た
が 、 なお 十万 のセル ビ ア人 がい て、多 数 派の アル バニア 人 の日 常的
な 迫 害を 受け ている 。 いか に切 実な問 題 であ るか 、人ひ と り住 まな
い 竹 島や 尖閣 でさえ 手 放さ ない 覚悟の 日 本国 民に は、分 っ てい ただ
け る と思 う。 

 そ こで 、セ ルビア 政 府は ウク ライナ の 主権 ・領 土保全 を 支持 し、
国 連 総会 では ロシア 非 難決 議に 賛成票 を 投じ たが 、ＥＵ の 主導 する
制 裁 とい う「 武器を 用 いな い戦 争」に は 加担 しな い立場 を とっ た。
日 本 の某 紙が 「ＥＵ か ロシ アか 、揺れ る セル ビア 」と表 現 した が、
正 確 には セル ビアが 揺 れて いる のでは な く、 米国 やＥＵ が 対露 制裁
へ の 参加 を求 めて揺 さ ぶり をか けてい る ので ある 。 

 圧 力は 露骨 で、要 人 が頻 繁に ベオグ ラ ード を説 得に訪 れ るだ けで
な く 、エ ア・ セルビ ア のモ スク ワ便に 対 する 十度 に及ぶ 虚 偽の 爆破
予 告 や、 モス クワか ら の帰 国便 へのＮ Ａ ＴＯ 軍用 機の異 常 接近 のよ
う な 、心 理戦 の形も と る。 ボス ニア・ ヘ ルツ ェゴ ビナの セ ルビ ア人
地 域 でも 、Ｎ ＡＴＯ の 戦闘 機が 上空に 現 れる 。コ ソボの 警 察部 隊を
Ｎ Ａ ＴＯ の演 習に参 加 させ 、ウ クライ ナ の戦 場で 威力を 発 揮し た対
戦 車 砲を 供与 する。 コ ソボ では 、泥棒 が 戦車 で押 しかけ る とで もい
う の だろ うか 。つい に は「 第二 のマイ ダ ン」 、つ まりウ ク ライ ナの
よ う な、 大衆 デモに よ る政 権交 代の可 能 性ま で示 唆する 。 どこ まで
耐 え られ るの か、国 民 の間 には 不安と 不 満が 広が ってい る 。 

 先 般の 共和 国議会 選 挙で は、 ロシア に 対す る制 裁を拒 否 する 右翼
3 党 が 初め て議 席を 得 て話 題に なった 。 欧米 の圧 力に態 度 を硬 化さ
せ た 与党 支持 者の一 部 の票 が流 れたと い われ てい る。Ｅ Ｕ 加盟 は議
会 で 多数 を占 める与 党 や親 欧米 派野党 の 公約 だが 、最近 の 世論 調査
で は 、賛 否の 比率が 逆 転し 、加 盟支持 は 35％に 落ち 、国 民 の二 人
に 一 人が 反対 だとい う 。 



 本 稿が 読者 の目に 触 れる まで には、 ウ クラ イナ 戦争は 終 結し てい
な い だろ う。 セルビ ア でも 何が 起こる か 分か らな い。セ ル ビア 政府
が 対 露制 裁を 受け入 れ れば 、圧 力は減 る と考 える 人はほ と んど いな
い 。 経済 的に は破綻 す る。 欧米 はさら に 圧力 を強 め、コ ソ ボの 独立
承 認 を求 める にちが い ない 。十 万人の コ ソボ のセ ルビア 人 が新 たに
難 民 とな る。 世界の テ レビ 画面 には映 ら ない 難民 の流れ 。 その よう
な 終 結で あっ てほし く ない 。「 進むも 地 獄、 退く も地獄 」 の夏 が待
っ て いる 。 

（ ベ オグ ラー ド在住 ） 

(2022.5.20) 

（ メ ール マガ ジン「 オ ルタ 広場 」から 転 載） 

 

 


